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第一篤 llS市 化 と平均寿命 の関係 に関す る研究

一東京都 と大阪府 の比較を中心 に一

佐久間 一澤

I。 まえがき

1985年 におけるわが国の平均寿命は,男性が 74.95年 ,女性が 80.75年でとも

に世界の最高水準を占めている。 しかし, これを都道府県別にみてみると,男女

とも沖縄県が最も長 く,男性で一番短い青森県の 73.05年 と比べると3.29年の差

がある。また女性で一番短命な大阪府の 79.84年 との間には,3.86年 の差が見ら

れる。

このような差は都市化の進んだ東京都内や大阪府内においても見られており,

1985年における東京都23区 と都T26市の中で男性では最長の小金井市の 76.97年

に対して,最短の荒川区の 72.22年 とでは4.75年の差が認められる。

そこで, このような差が何に起因しているのか,明 らかにすることが必要にな

ってくる。これらの原因が明らかになれば,次にはその除去ないしは改善の方法

を明らかにすることが求められてくるであろう。こうした視点から平均寿命の要

因とその地域比較分析を考えたわけである。なお, この研究は財団法人地域社会

研究所の助成金を受けて,保健・医療社会学研究会が1986年 と87年の両年度にわ

たり行ったものである。


